ヨハネス (十八 歳) 

エッダ (十六 歳) 

エッダの 母親 (四十 歳 前後) 

場 所 

デンマ ー クの 片田舎 

或る 秋 



母親 何 だい？ (縫物の 手 を 動かした まま) 

エッダ ヨハンが おそいね。 …… どうしたんだろう。 

母親 —— あの 子の こと だから、 また、 野つ 原に 仰向 

いて、 雲で も 見ながら、 腹の 空く の を 忘れて いるんだ 

ろう。 —— 大丈夫 だよ。 

エッダ …… (糸車の 音が、 四辺に 響く) だっても ね、 

阿 母さん。 ヨハン はきつ とどう かしてい てよ、 私が、 

ちゃんと この 胸で 感じ るんだ もの。 

母親 (笑い) お前の 胸 かえ？ 要 心お しょ、 小さい 

娘つ 子の 胸と —— 

エッダ (強く) 厭な の！ そうじゃな いさ。 ヨハン 



は、 死んだ あの 子のお 父さん やお 母さん を、 このごろ 

頻りに 思い出して いるつ て 云う のよ。 

母親 (しんみりと) そうかえ？ そんな 風 かえ 9 .1 

I 可愛そう にね。 …… 然し、 思い出す に 種 もなかろう 

よ。 何しろ、 生れて たった 五十 日 目に、 死なれて しまつ 

たんだ もの。 

エッダ それ あ、 あの 子 は 自分で 何も 覚えて はいない 

わ。 でも、 他人が 云 うんだ もの —— ヨハンが、 自分が 

みなしご 

孤児で、 阿 母さん 阿 父さんが ほんとの 親で ない の を 

知った の だって、 ハンスの 婆さんに 聞いた からよ。 I 

I (声 を 潜め) あの 子の 阿 父さんが、 狂って 死んだ つ 



てほんと？ 阿 母さん を 捕まえて、 泣いて 逃げる の を、 

むりやり 河へ 突 陥め た つ て …… ほんと？ 

母親 (身震い をし) 止めて おくれ。 厭な 話 だ。 —— 

けれども ほんと はほんと だよ。 阿 父さん も、 阿 母ん も、 

私達 二人の 若い 時つ からの 友達で、 一緒に 踊ったり、 

氷の 上 を 滑ったり …… 。 楽い 思い をして いるう ちに、 

かあさん は、 お前の 阿 父さんと、 一 緒に なり 彼方 も 彼 

方で 家 を 持った —— よく 酒 を 飲む 謡の 上手な 男 だつ け 

が。 —— 恐ろしい 恐ろしい。 鬼が 憑い たんだよ。 

エッダ ヨハン は、 誰から か、 きっと そんな ことで も 

聞いた のよ。 だから。 



母親 (ふと、 戸外に 耳を欹 て) しつ！ (指 を 立てて 

エッダに 合図 をす る。 さりげない 調子で) もういい 加 

減に 休んだら いい じゃあな いか？ エッダ。 

ェ ッダ ああ。 

ところへ、 ヨハネス、 木履の ような 靴 を はき、 薄緑 色 

の 布の 帽子、 粗 毛織の 仕事着の 装い 下手の 扉から 現れ 

る。 神経質 そうな、 細そリ とした 若者。 

母親 ヨハン かえ？ 

ヨハネス ああ。 ただいま。 



エッダ (糸車 を片 よせつつ、 振 返り、 元気に) お 帰 

リ！ どこに 迷子ん なって いたの？ 

ヨハネス (微笑み、 エッダの 丸い 体の 動く の を 見な 

がら) 戸外の 風 は、 さっぱり する からね。 

母親 (これ も 縫物 をし まいながら) もう やがて、 

くしゃみ 

嚏 の 出そう な 時節 じゃあな いか。 雲 を 見る の も、 夏 

だけにお しょ。 …… それ はそうと、 どんな 塩梅だった 

ね？ あの 渦 は …… 。 

ヨハネス ああ、 あれの 心配なら もう 入用ない よ。 

すっかり ぴんぴんして、 他の 羊 どもと 大 巫山戯 を やつ 

ていた もの。 



母親 (棚から 皿 小鉢 をお ろしながら) よかった ね。 

私 は 阿 父さんの 留守の 間に 一 匹で も 子供 等に 死なれ 

ちゃ あ 堪らない と 思った からね。 (火 を ほげたり、 鍋 

を搔き 廻したり する) 

ヨハネス、 エッダの 傍に 行き、 

ヨハネス 阿 父さん は 今日 も 帰らない の？ 

エッダ もう ニ晚泊 るんだ つて。 —— 町から 来た 人が 

阿 父さんの 言伝て を 持って来た わ。 

ヨハネス 今度の 巿に は、 俺 も 行って 見たい な。 —— 



の 物ば かりだと 想えば いい。 

エッダ (おかしがって) はは はは は、 たった 一 クロ — 

ネで？ はは はは 阿 母さん！ ヨハンたら、 たった 一 

クロ ー ネで、 巿 中の 物 を 買い占め るんだ つて！ 

う ま 

母親 (美味そう に 湯気の 立つ ス— プを 鉢に よそい) 

さあさあ エッダ。 ヨハン は 原っぱで 腹 を 空かして 来た 

ん だよ、 喋って 許りい ずに —— 。 

エッダ、 ヨハネスと 顔 を 見合わせ、 忍 笑い、 肩 を 竦め 

て チロリ と 舌 を 出し、 母親のと ころへ 駆けつける。 鉢 

を 受取り、 長 卓子の 上に 置き、 



エッダ (唾 をのむ ようにし) 美味しいで しょう？ 

今日はね、 昼から すっかり 砂糖 煮を栴 えたの、 その 余 

だ わ。 

ぬすみみ いたずら りんご 

( 一 寸 母の 方 を 偸 見、 悪戯ら しく 囁く) 私、 林檎の ス— 

しまりや 

プが 大好きでしょう？ 阿 母さん は 儉約家 だから、 

ちっとで も 傷の な いのは、 皆 丸 煮に する つて 云う のよ 

仕様がな いから、 私、 そうつ と 地べたに おつ ことした 

り、 嚙 みついた りして、 駄目 を 出した の。 お蔭で、 お 

前まで こんな ス— プ にあり つけたんだ わ。 

ヨハネス 有難うよ。 



空腹と 見え、 ヨハネス せっせと 物 を 食べる。 エッダ 感 

服して 眺め、 やがて さも 大 発見 をした ように、 大きな 

声で、 

エッダ ヨハン！ まあ、 どうして お前、 そんな 猿み 

た いな 顔 をす るの？ 

ヨハネス (首 を 擡げ、 口の 辺 を 拭き) 何が？ 

H ッダ パン を 食べる 時 さ。 なぜ そんな 猿みたい な 顔 

をす るの？ 

ヨハネス ほんと かえ？ 

エッダ (力を入れて 頷き) ほんと だと も！ まあ、 



私ち つ とも 今まで 知らな か つたわ。 

ヨハネス (照れ) いそいで 食った から —— 。 

エッダ (俄に 好奇心で 熱くな り) ね、 ヨハン、 もう 

一 口 食べて 御覧よ。 ね、 ゆっくり。 私こう やって 見て 

みる わ。 

ヨハネス、 少し 赧ぃ顔 をし、 工合 悪そう に、 ゆっくり 

パンの 一 切れ を 食べ る。 

エッダ (熱心に 見守り) ほら！ ほら、 ほら！ ま 

るで、 本 ものよ、 ヨハン。 まあ、 お前 ッ たら！ 



母親 何 だえ？ 大騒ぎ をして —— 

エッダ (得意げ に) ヨハンが 猿な のよ。 

母親 馬鹿！ お前の 頭の 螺旋が ゆるん だんだろう、 

しっかり おし。 

エッダ そうじゃ あない わ。 だって、 ほんと にそうな 

ん だもの。 

ヨハネス (機嫌 わるく) 光線の せいだよ、 エッダ。 

エッダ (熱中し) いいえ！ こっちから 見た つ て、 

矢張り 同じよ。 (場所 を更 えて、 なお 見守る) 

ヨハネス (神経質に なり、 顔 を 平手で 撫で 廻し) お 

前の ように、 ふ つ くらして いない からそう 見え るんだ 



よ。 

エッダ (ヨハネスが 真面目な ので、 不意と 嬲る 気に 

やせ 

なる) 瘠つ ぼち だって、 猿と 人間と は異 うわよ。 

ヨハネス (もう 飲む こと も、 食う こと も 出来な くな 

り) エッダ！ 止めて くれ (悲しそう に) 俺 は 

…お前の 好きな ほど 勢 い 男 じゃあな いが —— まさか 猿 

じ やない よ。 俺の 阿 父 だって 俺 を 生んで くれた 阿 母 

だ つ て。 

エッダ (笑い、 小娘ら しい 意地悪 さで) な あに？ 

れっき 

ヨハネス 歴 とした 村の 衆 だ。 

エッダ そう？ お前 偉い のね。 見た こと もない 親の 



ことが 判る の？ 

母親 エッダ。 下らない 口論 はお やめ、 人間が 猿で 堪 

る もの か。 

エッダ 猿が 人間 じゃあ、 なお 堪らない！ 

ヨハネス (決然と) お前が 何と 云った つて、 俺が 猿 

でない こと はわ かってる よ。 見な。 手 だってお 前の ほ 

ど 白く こそない が、 同じ 形 だ。 足 だって、 ほら。 第一 

言葉が 通じる じ やない か。 

エッダ (負けず) それ は、 お前 だけが、 そうと 思つ 

てい るん じゃあない の？ 誰の 眼で 見て いる？ 「お前 

の 眼」 じ やない の？ 誰の 耳で 聴いて いるの？ 「お前 



の 耳」 じゃあな くって。 お前の 眼が 私の 眼と 同じ だつ 

ていう の は、 ただ、 お前 だけが そう 思う、 というば か 

りよ。 お前の 頭が 狂って いないって。 

母親 エッダ。 云う こと をお 考え！ 

エッダ (はっとす る。 が、 強いて 勢いよ く) ほんと 

にそう じゃあな いの？ お前が 見て、 これに 間違い は 

ない と 思う 世界 の 様子 だって、 どこまで 真実 か 解り や 

あしない わ。 逆に 立った つて、 お前 は、 お前の 頭で ほ 

か、 見る も 考える も 出来 やしないん だもの。 

ヨハネス —— (不安 を 面に 漲し、 凝つ と エッダの 顔 

を 見る) —— エッダ …… エッダ —— お前 は (深い 感晴 



を 以て) エッダに 違いないだろう？ 

エッダ (笑い) 知らな くって よ！ お前が 自分 を 猿 

じゃあな いと 思い込む と 同じに、 まるで 異 つた どこか 

の 婆ち やん を、 エッダ だと 思って いるの かもしれ やし 

ない わ。 

ヨハネス (混乱した 顔に なり) ああ エッダ。 (焦々 し 

く) はっきりして くれ。 ね (エッダの 手 を 執ろうと す 

る) お前 は エッダ だよ。 ね、 俺が、 死んだ 親父の 息子 

の ヨハネスの 通りに。 ね。 

エッダ (いよいよ 笑い) お 猿さん！ 人の 真似す る 

痩 猿さん！ 



ヨハネス、 さっと 立ち上る。 エッダ 面白そう な 声 を あ 

げ、 逃げよう とする。 ヨハネス 突立った まま、 堪えら 

れ ないように 低く 呻き、 髪を摑 み、 いきなり 顔 中 を 動 

して、 ほんと に 獣の ような 相貌 をす る。 

エッダ (中腰に なった まま) あら！ 

ヨハネス、 いきな リ 体中の 力を入れて、 エッダ を 捕ま 

えようと する。 エッダ 怖れ、 叫び、 飛ぶ ように、 扉の 

方から 室外へ 逃げる。 母親、 驚いて 椅子から 立ち、 扉 



き 声。 

「エッダ！」 

鏡 をす て、 部屋 中 を 重く 歩き 廻る。 

どうにかして、 この 考え を 振リ棄 てたい というよ うに、 

時々 立ち 止って は 柱に 頭 を 圧しつ け、 壁に 倚り かかる。 

が、 苦し さは 増し、 やがて、 どうに でも なれ！ とい 

う 風に 洋燈を 吹 消して しまう。 真暗闇の 中で 靴 を 脱ぐ 

音、 寝床の 掛布を 動す 音。 ひっそり とする。 やがて、 

苦しげ な 寝返りの 気 ir 吐息。 沈黙。 いきなり、 ひど 

い 勢いで ヨハネス 寝床から 飛び 起る。 素足で ひた ひた 

と 床 を 踏み、 衣裳 箱の 上の 燭台に 灯 をつ ける。 そして、 
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